
 
  



  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

4 火 G.G練習 9:00～ 北堀公園 野間・今川

民謡の会 12:00～ 万帖敷町自治会館 宮　杉

G.G練習 9:00～ 北堀公園 藤井夫妻

8 土 詩吟教室 10:00～ 藤城小ふれあいサロン 今　　井

9 日 体振/グラウンド・ゴルフ 9:00～ 第２グラウンド （石田/坪内）

11 火 藤田・小園

14 金 細川・坂田

18 火 石田・佐々木

民謡の会 12:00～ 万帖敷町自治会館 宮　杉

G.G練習 9:00～ 北堀公園 大西・高橋

29 土 詩吟教室 10:00～ 藤城小ふれあいサロン 今　　井

9:00～ 北堀公園

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　5　年　7　月

7 金

G.G練習

暑中お見舞い申し上げます

21 金

今月から９月末まで、サマ-タイムとし、練習開始時間を９時に繰り上げます。

7/２２日（土）から8/24日（木）まで夏休みとし、再開は8/２５日（金）９：００～

7/17日前祭（さき祭り）の船鉾巡行　　美しいですね。
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伏
見
区
老
連
「
囲
碁
・
将
棋
予
選
会
」 

開
催
の
ご
案
内 

 
 

 
 

 
 

 

庶
務
部 

 

鈴
木 

美
恵
子 

伏
見
区
老
連
で
は
、
８
月
３
日
に
行
わ
れ
る
京
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
の
「
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
へ
の
参
加
資
格
を
得
る
た
め
の
「
囲
碁
・

将
棋
予
選
会
」
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

同
好
の
士
と
の
親
睦
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
者
は
伏
見
区
在
住
者
に
限
り
ま
す
。 

 

囲
碁
予
選
会 

日 

時
：
７
月
13
日
︵
木
︶
午
前
９
時
30
分
開
会 

将
棋
予
選
会 

日 

時
：
７
月
７
日
︵
金
︶
午
前
９
時
30
分
開
会 

※
選
手
集
合
時
間
：
午
前
８
時
45
分 

※
ク
ラ
ス
区
分
︵
囲
碁
・
将
棋
共
通
︶ 

 

Ａ
ク
ラ
ス 

︵
３
段
以
上
︶ 

Ｂ
ク
ラ
ス 

︵
初
段
～
２
段
︶ 

 

Ｃ
ク
ラ
ス 

︵
１
～
３
級
︶ 

Ｄ
ク
ラ
ス 

︵
４
級
以
下
︶ 

場 

所
：
伏
見
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室 

 
 

 
 

 
 

伏
見
区
紙
子
屋
町
５
４
４ 

試
合
方
法
・
組
合
せ 

 

段
級
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
︑
組
合
せ
は
当
日
段
級
別
に
抽
選 

申
込
締
切
日
：
７
月
２
日
︵
日
︶ 

申
込
先
：
６
４
１
‐
０
７
３
４
︵
鈴
木
ま
で
︶ 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庶
務
部 

鈴
木 

美
恵
子 

西
部
―
３ 

谷
口 

尚
子 

様 

大
山
町 
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藤城ニューフレンドだより

健康部　大西 勝彦

＊　５月２５日（木）淀競馬場グラウンドで行われた区老連春季親睦兼市予選大会に

　　 １０名が参加しましたが、残念ながら予選通過は１５位の田原佐洋子さんのみでした。

＊　７月から９月末までの間、サマータイムとし練習開始時間を９：００に繰り上げます。

＊　小学校が２２日（土）から８月２４日（木）まで夏休みのため、７月の練習は

　　 ２１日（金）迄になります。また８月の練習は２５日（金）９：００から再開します。

＊　７月から体振協賛グラウンド・ゴルフの練習を第２グラウンドで始める事になりました。

     施設利用料として￥１００/回人必要ですが、初回は第２日曜日の９日９時からです。

＊  京都市広報板に掲載してました新規部員募集ポスターは５月末の掲載期限を持って

　　 ２７個所全て撤去回収しました。結果、問い合わせは５件、加入３名と好実績でした。

＊  町内回覧「高齢サポート・深草南部だより」の初夏号に、先月実施した体力測定会の

　　 様子が掲載され、藤城ニューフレンドの紹介もあり入部申込みが期待されます。

＊　６月９日（金）開催予定だった藤城ニューフレンドの夏季大会は、部内のコロナ感染者

　　 及び 風邪症状者急増の為、１３日（火）に延期、開催しました。（参加者２４名）

入賞された方々は下表の通り（敬称略）

H-1 HC ｽｺｱ H-1 HC ｽｺｱ

優勝 1 1 35 優勝 田 原 佐 洋 子 1 40

準優勝 1 36 準優勝 藤 　井　ス　ミ 2 41

3位 39 3位 今　川　信　枝 2 44

4位 2 41 4位 　小　園　君　枝 1 3 45

5位 1 41 5位 西 出 喜 久 子 47

BB賞 52 BB賞 稲 澤 恵 美 子 52

男性 　　　　　令和５年 ５月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者 平均スコア H-1

2 14 22.30 6 石田②、川合、野間、藤井、三嶋

9 11 22.53 3 大西②、野間

12 11 22.09 2 大西②

16 12 21.58 7 稲澤②、大西、川合、坪内、野間、山口

23 9 20.84 6 石田③、稲澤②、三嶋

26 11 20..22 9 大西②、川合②、石原、野間、藤田、細川、山口

計6日 68人 21.73 33 7ｹ1人、5ｹ1人、4ｹ3人、2ｹ2人、1ｹ5人

女性

2 13 22.10 8 高橋②、原田②、稲澤、今川、坂田、谷口

9 12 22.27 8 藤井③、今井②、今川、西出、元生

12 12 23.05 7 今川③、田原②、小園、佐々木

16 12 23.61 2 稲澤、原田

23 9 23.51 1 今川

26 11 22.38 6 佐々木②、原田②、小園、西出

計6日 69人 22.81 32 6ｹ1人、5ｹ1人、3ｹ2人、2ｹ6人、1ｹ3人

ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

男性の部 女性の部

大　西　勝　彦

石　田　隆　俊

野　間　康　男

三　嶋　光　夫

坪　内　俊　郎

山　口　敏　夫
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  寛

容
で
あ
り
た
い
｟
一
｠ 

万
帖
敷
町 

松
井 

光
三 

寛
容
を
広
辞
苑
で
引
く
と
「
寛
大
で
、
よ
く
人
を
受
け
い
れ
る
こ

と
、
咎
め
｟
と
が
め
｠
だ
て
し
な
い
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
不
寛
容
は

そ
の
逆
で
「
心
が
狭
く
人
の
言
動
を
受
け
容
れ
な
い
こ
と
。
他
者
の

欠
点
を
厳
し
く
と
が
め
だ
て
す
る
こ
と
」で
す
。 

私
た
ち
は
、
他
人
と
自
分
と
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
平
素
の
生
活
を
見
渡
す
と
、
人
の
習
慣
は
人
そ
れ

ぞ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
そ
れ
は
違
う
」
「
普
通
は
こ
う
」
と
言
い
た

く
な
る
の
は
、
「
自
分
の
常
識
」
が
反
応
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

当
然
、
そ
の
相
手
に
も
、
そ
の
人
の
「
常
識
」
が
あ
る
た
め
、
互
い
に

相
容
れ
な
い
こ
と
に
反
応
し
合
い
ま
す
。
そ
の
反
応
が
過
ぎ
れ
ば
怒

り
、
あ
る
い
は
許
せ
な
い
と
い
っ
た
思
い
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
「不
寛
容
」で
す
。 

個
々
の
「常
識
」同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
う
の
は
、
「価
値
観
の
違
い
」

に
よ
る
も
の
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
考
え
方
が
あ
る
か
ら
で
し

ょ
う
。
人
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
の
違
い
「
枠
組
の
相
違
」
と
も
言
え
ま

す
が
、
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。 

短
気
で
怒
り
っ
ぽ
い
性
格
の
人
に
も
、
日
頃
か
ら
「
寛
容
」
を
自

負
し
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
考
え
方
の
相
違
が
あ
る
こ
と
で

人
と
ぶ
つ
か
る
、
相
手
の
言
動
が
自
分
の
考
え
方
と
違
う
た
め
に
反

応
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
不
寛
容
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の

仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
か
ら
「
何
だ
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
Ａ
さ
ん

に
は
腹
が
立
つ
」
「
Ｂ
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
」
と
い
っ
た
感
情
も
わ

い
て
く
る
の
で
す
。 

例
え
ば
、
約
束
の
時
間
を
守
れ
な
い
人
に
対
し
て
す
ご
く
腹
が

立
つ
と
い
う
方
に
対
し
て
は
「
時
間
は
守
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
る
よ
う
で
す
。
子
供
の
頃
に
親
か
ら
言
わ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。 

ま
た
「行
動
は
五
分
前
」「
自
分
は
待
っ
て
も
人
さ
ま
に
待
た
せ
る

も
の
で
は
な
い
」と
言
わ
れ
て
育
っ
た
者
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
ら
、
そ
の
人
が
「
決
め
ら
れ
た
時
間
よ
り
前
に
到
着
す
る
の

は
常
識
」
と
思
っ
た
り
、
「
時
間
を
守
る
の
は
、
人
と
し
て
当
り
前
」

と
考
え
た
り
す
る
の
も
納
得
で
き
ま
す
。 

一
方
、
お
お
ら
か
な
家
庭
で
育
っ
た
人
は
、
「
時
間
の
価
値
観
」
を

違
う
と
こ
ろ
に
見
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も

相
手
の
生
活
の
背
景
ま
で
理
解
で
き
れ
ば
、
互
い
に
「
そ
う
い
う
考

え
方
も
あ
る
」と
客
観
的
に
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
。 

自
我
を
捨
て
る
と
、
対
立
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
表
面
的
な
差

異
に
も
意
味
は
な
く
な
り
、
極
論
で
理
想
的
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

が
「
世
界
は
一
つ
」
と
い
う
認
識
に
到
達
し
ま
す
。
そ
こ
に
本
当
の
意

味
の
寛
容
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。 

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
人
が
人
を
殺
し
合
う
戦
争
は
こ
の
世
か
ら
無

く
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
非
現
実
的
で
す
ね
。 
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漢
詩
一
題 

霧
ヶ
峰
高
原
を
行
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

桃
城
町 

佐
倉 

冨
男
︵
洛
陽
吟
社
代
表
︶ 

五
十
年
程
前
の
こ
と
、
長
野
県
の
寥
科
｟
た
で
し
な
｠高
原
か
ら
霧
个
峰
高
原
、
車
山
高
原
を
経
て
美
个
原
高
原
ま
で
有
料
道

路
が
つ
な
が
り
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
開
通
し
た
、
と
の
新
聞
記
事
を
見
て
早
速
出
か
け
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
風
景
に
す
っ

か
り
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
お
り
し
も
七
月
下
旬
で
、
霧
个
峰
、
車
山
高
原
は
、
黄
色
い
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
花
盛
り
、
峰
々
は
見

渡
す
限
り
黄
色
の
花
に
覆
わ
れ
、
日
本
に
も
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
と
深
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
そ
の
風
景
を

思
い
出
し
て
七
言
絶
句
に
し
ま
し
た
。
ご
笑
読
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

行
霧
峰
高
原 

 
 

 
 

 
 

霧
峰

き
り
が
み
ね

高
原

こ
う
げ
ん

を
行ゆ

く 
 
 
 

佐
倉 

旭
学 

作 

馳
車
到
着
霧
峰
頭 

  
車

く
る
ま

を
馳は

せ 

到と
う

着
ち
ゃ
く

す 

霧
き
り
が

峰み
ね

の
頭

ほ
と
り

、 

連
岳
黄
花
爭
發
稠 

 

連れ
ん

岳が
く

の
黄
花

お

う

か 

争
あ
ら
そ

い
発ひ

ら

き
て
稠し

げ

し
。 

漫
歩
山
蹊
風
籟
爽 

 

漫
そ
ぞ
ろ

に
歩ほ

す 
山
蹊

さ
ん
け
い 

風
籟

ふ
う
ら
い 

爽
さ
わ
や

か
に
し
て
、 

高
原
絶
景
恣
清
遊 

 

高
原

こ
う
げ
ん

の
絶
景

ぜ
っ
け
い 

清
遊

せ
い
ゆ
う

を

恣
ほ
し
い
ま
ま

に
す
。 

（
七
言
絶
句 

尤
韻
︶ 

[

語
意]

 

◎
黄
花
…
黄
色
い
花
。
こ
こ
で
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
花
の
こ
と
︒
◎
山
蹊
…
山
み
ち
。
◎
風
籟
…
風
の
音
︒ 

 
 

 
 

◎
霧
峰
…
長
野
県
諏
訪
市
北
部
の
高
原
状
火
山
。
車
山
｟一
九
二
五
ｍ
｠を
主
峰
と
し
、
一
八
〇
〇
ｍ
前
後
の
草
原
が
広

が
る
。
富
士
山
、
八
个
岳
、
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
に
す
ぐ
れ
、
高
山
植
物
も
多
い
。 

[

大
意]

 

自
宅
か
ら
車
で
遠
路
、
霧
峰
の
ほ
と
り
へ
き
た
。
草
原
を
な
す
山
々
は
、
日
光
キ
ス
ゲ
の
黄
色
い
花
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
そ

の
花
を
か
き
分
け
山
道
を
散
歩
す
れ
ば
、
風
の
音
も
爽
や
か
で
あ
る
。
高
原
の
絶
景
を
満
喫
し
な
が
ら
楽
し
い
清
遊
の

限
り
を
つ
く
し
た
。 

◎ 

詩
吟
同
好
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒ 

三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
腹
式
発
声
は
健
康
に
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
六
四
一
ー
五
八
七
三
｟佐
倉
｠ 

 

  
営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 
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桃
城
町 

佐 

倉  

旭 

學
︵
洛
陽
吟
社
代
表
︶ 

脳
の
活
性
化
の
た
め 

 
 

 

漢
詩
作
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
（
そ
の
七
十
九
） 

梅
霖
未
霽
紫
陽
紅
…
…
池
田 

和
代 

 

梅
霖
未
霽
紫
陽
紅
…
…
池
田 

和
代 

︵
読
み
方
︶
梅
霖 

未
だ
は
れ
ず 

紫
陽
︵
し
よ
う
︶ 

紅
な
り
︒ 

梅
霖
水
漲
緑
濛
濛
…
…
松
井 

勝
子 

︵
読
み
方
︶梅
霖 

水
漲
り 

緑 
濛
 々︵
も
う
も
う
︶た
り
︒ 

秧
田
水
漲
夕
陽
紅
…
…
谷
口 
智
子 

︵
読
み
方
︶
秧
田 
︵
お
う
で
ん
︶ 

水
漲
り 
夕
陽
紅
な
り
︒ 

梅
雨
蕭
蕭
人
影
空
…
…
鈴
本 

清
美 

︵
読
み
方
︶
梅
雨 

蕭
々
︵
し
ょ
う
し
ょ
う
︶ 

人
影
空
し
︒ 

雨
聲
連
日
紫
陽
紅
…
…
鈴
木  

美
恵
子 

︵
読
み
方
︶
雨
声 

連
日 

紫
陽
︵
し
よ
う
︶
紅
な
り
︒ 

静
座
閑
吟
雨
滴
中
…
…
松
井 

光
三 

 

︵
読
み
方
︶
静
坐 

閑
吟
す 

雨
滴
の
中
︒ 

梅
霖
未
霽
小
楼
中
…
…
高
橋 

四
郎 

︵
読
み
方
︶
梅
霖 

未
だ
霽
︵
は
れ
︶
ず 

小
楼
の
中
︒ 

 

六
月
号
の
詩
題
は「
梅
雨
偶
吟
」で
し
た
。ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
し
た
一
行
詩
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
） 

群
蛙
閣
閣
緑
陰
中
…
…
鈴
本 

 

貢 

︵
読
み
方
︶
群
蛙
︵
ぐ
ん
あ
︶
閣
々 

緑
陰
の
中
︒ 

梅
空
連
日
紫
陽
紅
…
…
松
井 

淳
子 

︵
読
み
方
︶
梅
空 

連
日 

紫
陽 

紅
な
り
︒ 

梅
霖
燕
子
緑
陰
中
…
…
石
原 

敏
行 

︵
読
み
方
︶
梅
霖 

燕
子 

緑
陰
の
中
︒ 

呼
雨
梅
空
昼
濛
濛
…
…
石
原 

旭
苑 

︵
読
み
方
︶
雨
を
呼
ぶ
梅
空 

昼 

濛
々
︵
も
う
も
う
︶︒ 

連
日
雨
聲
冥
霧
中
…
…
一
色 

一
美 

︵
読
み
方
︶
連
日
の
雨
声 

冥
霧
の
中
︒ 

梅
空
未
霽
柘
榴
紅
…
…
浅
田 

住
子 

 

︵
読
み
方
︶
梅
空 

未
だ
は
れ
ず 

柘
榴
︵
せ
き
り
ゅ
う
︶
紅
な
り
︒ 

雨
後
小
橋
有
釣
童
…
…
佐
倉 

旭
学 

 
︵
読
み
方
︶
雨
後
の
小
橋 

釣
童
あ
り
︒ 

今
月
号
の
題
は
「
夏
日
海
村
」
と
し
ま
す
。
二
字
熟
語
は
、
今
ま
で
の
実
年
会
だ
よ
り
に
掲
載
の
も
の
も
使
用
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
作
詩
に
関
す
る
ご
質
問
な
ど
の
あ
る
方
は
佐
倉
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。  
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（
三
字
熟
語 

庚
韻
） 

●
〇
〇 

晩
潮
生
（
晩
潮 

生
ず
） 

暮
煙
生
（
暮
煙 

生
ず
） 

遠
山
横
（
遠
山
よ
こ
た
わ
る
） 

暮
潮
平
（
暮
潮 

平
ら
か
な
り
） 

櫓
聲
鳴
（
櫓
声 

鳴
る
） 

夏
衣
軽
（
夏
衣
か
ろ
し
） 

遣
吟
情
（
吟
情
を
や
る
） 

聴
濤
聲
（
涛
声
を
聴
く
） 

片
帆
軽
（
片
帆 

か
ろ
し
） 

只
蝉
聲
（
た
だ
蝉
声
） 

約
朋
行
（
と
も
と
約
し
て
ゆ
く
） 

一
身
軽
（
一
身 

か
ろ
し
） 

一
詩
成
（
一
詩
な
る
） 

晩
雲
生
（
晩
雲 

生
ず
） 

水
雲
情
（
水
雲
の
情
） 

日
西
傾
（
日 

西
に
傾
く
） 

白
雲
生
（
白
雲 

し
ょ
う
ず
） 

棹
歌
行
（
棹
歌
し
て
行
く
） 

暑
威
軽
（
暑
威 

か
ろ
し
） 

海
辺
城
（
海
辺
の
城
） 

 

●
●
〇 

洗
不
平
（
不
平
を
洗
う
） 

暮
色
生
（
暮
色 

生
ず
） 

 
 
 

釣
艇
軽
（
釣
艇 

か
ろ
し
） 

短
艇
軽
（
短
艇 

か
ろ
し
） 

心
更
清
（
心
さ
ら
に
清
し
） 

入
晩
晴
（
晩
晴
に
入
る
） 

海
面
平
（
海
面 

平
ら
か
な
り
） 

砂
亦
清
（
砂
ま
た
清
し
） 

白
紵
軽
（
ゆ
か
た
が
軽
い
） 

返
照
明
（
夕
焼
け
が
明
ら
か
な
り
） 

漁
火
明
（
漁
火 

明
な
り
） 

鷗
不
驚
（
鷗 

驚
か
ず
） 

波
浪
驚
（
波
浪 

驚
く
） 

夢
自
平
（
夢 

自
ず
か
ら
平
か
な
り
） 

 

暮
潮
平
（
暮
潮 

平
ら
か
な
り
） 

 
 

 

江
上
行
（
江
上
を
行
く
） 

釣
艇
横
（
釣
艇 

横
た
わ
る
） 

浴
後
軽
（
浴
後 

か
ろ
し
） 

一
片
情
（
一
片
の
情
） 

傍
水
城
（
水
城
に
そ
う
） 

暮
月
生
（
暮
月 

生
ず
） 

（
二
字
熟
語
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

○ 
 
 

濤 
聲
（
波
の
音
） 

漁 

火 

松 

風 

潮 

聲 

長 

棹 

漁 

舟 

蒼 

茫
（
は
る
か
な
る
さ
ま
） 

軽 

衫
（
軽
い
き
も
の
） 

長 

風 

平 

波 

紅 

塵
（
街
中
） 

白 

沙
（
白
す
な
） 

群 

児
（
多
く
の
こ
ど
も
） 

長 

汀
（
長
い
は
ま
べ
） 

炎 

威
（
あ
つ
さ
） 

漁 

家 

長 

虹
（
長
い
虹
） 

江 

風 

打 

魚
（
魚
を
獲
る
こ
と
） 

漁 

歌
（
ふ
な
う
た
） 

 
 
 

舟 

行 

江 

楼
（
入
り
江
の
畔
の
建
物
） 

海 

風 

  

● 

● 
 

十 

里 
 

如 

鏡
（
鏡
の
ご
と
し
） 

 

打 

岸
（
岸
を
打
つ
） 

瑟 

瑟
（
風
、
波
の
音
の
形
容
） 

島 

影 

風 

景 

白 

日
（
真
昼
の
事
） 

晩 

浦
（
日
暮
れ
の
入
り
江
） 

 
 

水 
面 

倒 
影
（
影
を
さ
か
し
ま
に
し
て
） 

帆 

影 

来 

往
（
ら
い
お
う
、
来
た
り
行
く
） 

橋 

畔
（
橋
の
ほ
と
り
） 

江 

畔
（
入
り
江
の
ほ
と
り
） 

江 

上 

星 

影 

白 

雨
（
夕
立
） 

残 

照
（
夕
焼
け
） 

暗 

蛍
（
ほ
た
る
） 

溌 

剌
（
魚
の
は
ね
る
音
） 

曲 

浦
（
曲
が
っ
た
入
り
江
） 

 
 

爽 

気
（
爽
や
か
な
氣
） 
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音

楽

の
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

 

も
し
も
こ
の
世
に
音
楽
と
い
う
も
の
が
無
け
れ
ば
、
人
生
は
、
世
界

は
ど
ん
な
風
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
の
場
合
、
音
楽
と
の
出
逢
い
は
遅
か

っ
た
。
思
い
か
え
せ
ば
大
学
１
年
の
終
わ
り
ご
ろ
、
四
条
壬
生
辺
り
で

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を
し
て
い
た
頃
の
こ
と
、
隣
の
部
屋
か
ら
聴
こ
え
て

き
た
の
が
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」
と
い
う
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

の
名
曲
で
し
た
。
そ
の
衝
撃
が
大
き
く
、
私
は
す
ぐ
に
大
学
ギ
タ
ー
部

の
ボ
ッ
ク
ス
を
訪
ね
ま
し
た
。 

 

最
初
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
買
っ
て
、
短
調
と
長
調
の
音
階
｟
ス

ケ
ー
ル
｠
の
運
指
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
練
習
曲
｟
エ
チ
ュ
ー
ド
｠

を
弾
き
、
そ
の
後
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
易
し
い
曲
た
と
え
ば
「
涙

｟
ラ
グ
リ
マ
｠」「
月
光
」
な
ど
を
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
あ
る
日
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
と
の
出
逢
い
が
訪
れ
た
の
で

す
。
初
め
て
聴
い
た
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
曲
名
は
覚
え
て
い
な
い
の

で
す
が
、
何
と
も
哀
愁
を
帯
び
た
曲
調
に
惹
か
れ
２
年
の
途
中
か
ら
フ

ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
大
学
の
講
義
も
受

け
ず
に
一
日
中
ク
ラ
ブ
の
ボ
ッ
ク
ス
で
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
を
奏
で
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
夏
は
信
州
の
山
や
、
四
国
の
海
辺
、
善
峯
寺
な

ど
で
合
宿
し
た
り
、
部
内
発
表
会
を
し
た
り
段
々
と
技
術
も
向
上
し
て

い
き
ま
し
た
。
３
年
に
な
る
と
京
都
会
館
で
定
期
演
奏
会
や
、
東
京
で

立
教
大
学
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
り
、
私
の
大
学
生
活 

は
ギ
タ
ー
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も
泥
沼
に
は
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で

も
反
戦
運
動
が
激
し
く
、
大
学
の
講
義
も
休
講
に
な
る
こ
と
が
何
度
も

あ
り
ま
し
た
。
大
学
の
正
門
が
バ
リ
ケ
ー
ド
で
封
鎖
さ
れ
構
内
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
時
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
教
授
が
赤
ヘ
ル
を
被

っ
た
学
生
た
ち
に
糾
弾
さ
れ
る
よ
う
な
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
学
生
運
動
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
く
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
や

ジ
ャ
ズ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
い
ま
し
た
。
四
条
木
屋
町
を
北
に
上

が
っ
て
す
ぐ
の
所
に
大
き
な
喫
茶
店
が
あ
り
、
そ
こ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
て
、
そ
の
店
の
２
階
の
小
さ
な
部
屋
｟
従
業
員
の
休
憩
室
｠
に

大
き
な
ス
テ
レ
オ
が
あ
り
、
そ
こ
で
よ
く
聴
い
て
い
た
の
が
チ
ッ
ク
コ

リ
ア
の
「
ピ
ア
ノ
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
曲
で
レ
コ
ー
ド

が
擦
り
切
れ
る
く
ら
い
に
何
度
も
聴
き
ま
し
た
。
ジ
ョ
ン
コ
ル
ト
レ
ー

ン
や
ソ
ニ
ー
ロ
リ
ン
ズ
の
サ
ッ
ク
ス
、
マ
ル
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
ピ
ア
ノ

も
大
好
き
で
し
た
。 

 

当
時
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
楽
譜
は
少
な
く
、
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー

ダ
ー
で
何
度
も
何
度
も
曲
を
流
し
耳
コ
ピ
ー
を
し
て
覚
え
ま
し
た
。
フ

ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
リ
ズ
ム
は
独
特
で
す
。
２
拍
子
と
３
拍
子
が
入
り

交
ざ
り
、
陽
気
な
曲
調
の
曲
も
あ
れ
ば
、
ア
ラ
ビ
ア
風
の
曲
も
あ
り
ま

す
。
元
来
は
ダ
ン
ス
の
伴
奏
と
し
て
始
ま
り
、
歌
｟
カ
ン
テ
｠
も
あ
り

ま
す
。
ギ
タ
ー
と
踊
り
と
歌
が
一
体
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
初
め
て
外
国
｟
ア
メ
リ
カ
｠
に
行
っ
た
時
、
あ
る
有
名
な
大
学

の
体
育
館
の
よ
う
な
広
い
講
堂
で
、
沢
山
の
日
米
の
学
生
の
前
で
「
ラ 
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グ
リ
マ
｟
涙
｠」
を
ギ
タ
ー
で
演
奏
し
ま
し
た
。
音
楽
に
国
境
は
無
い
。

音
楽
は
言
葉
の
壁
を
超
え
て
い
く
。
当
時
の
私
の
英
語
力
は
あ
ま
り
に

も
低
い
も
の
で
し
た
が
、
ギ
タ
ー
で
ア
メ
リ
カ
人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
芸
は
身
を
助
け
る
」
と
も
い
い
ま

す
ね
。 

 

次
に
音
楽
の
力
を
感
じ
た
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
経
験
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
ブ
リ
ス
ベ
ン
と
い
う
都
市
の
郊
外
で

す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
到
着
し
た
そ
の
晩
の
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
カ
ナ
リ
ア
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ソ
フ
ァ

の
横
に
あ
っ
た
の
が
ギ
タ
ー
で
す
。
私
は
そ
の
ギ
タ
ー
を
手
に
持
ち
、

ジ
ョ
ン
デ
ン
バ
ー
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」
を
弾
き
語
り
し
ま
し

た
。
そ
の
時
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
も
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た
の
で

す
。
家
に
着
く
な
り
、
一
緒
に
歌
う
こ
と
で
私
た
ち
は
あ
っ
と
い
う
間

に
友
達
に
な
っ
た
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。 

メ
ル
ボ
ル
ン
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
時
も
、
家
に
ギ
タ
ー
が
あ

り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
と
き
に
、
緑
の
芝
生
の
上
で
小
椋
圭
の
「
し
お

さ
い
の
詩
」
を
弾
き
語
り
す
る
と
、
現
地
の
人
は
日
本
語
の
歌
詞
の
意

味
は
分
か
ら
ず
と
も
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
惹
か
れ
て
か
す
ご
く
こ
の
歌
を

気
に
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

学
校
の
授
業
で
も
、
学
期
に
一
度
位
は
教
室
に
ギ
タ
ー
を
持
ち
込
み
、

カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
の
弾
き
語
り
や
、
サ
イ
モ
ン
と
ガ
ー
フ
ァ
ン
ク
ル

の
「
明
日
に
か
け
る
橋
」
を
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー

ド
の
英
語
の
歌
詞
を
カ
ー
ド
に
書
い
て
、
ハ
サ
ミ
で
20
枚
位
に
カ 

ッ
ト
し
て
、
二
人
ず
つ
の
ペ
ア
で
協
力
し
て
曲
を
何
度
も
聴
き
な
が

ら
、
順
番
を
正
し
く
並
べ
替
え
る
作
業
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

あ
る
時
は
「
も
し
も
し
亀
よ
」
の
英
語
版
の
歌
を
列
ご
と
グ
ル
ー

プ
に
な
り
何
度
も
練
習
し
、
最
後
に
輪
唱
し
て
楽
し
む
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
音
楽
の
授
業
か
と
思
う
よ
う
な
時
間
で
し
た
。
で

も
生
徒
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
い
よ
い
よ
私
が
定
年
退
職
す

る
時
に
は
、
３
年
間
担
任
｟
担
当
｠
し
た
学
年
の
生
徒
た
ち
が
全
員

で
、
私
の
ギ
タ
ー
伴
奏
に
合
わ
せ
て
大
合
唱
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
当
日
ま
で
私
に
は
知
ら
さ
れ
ず
、
ビ
ッ
グ
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
し

た
。
私
の
教
師
生
活
は
常
に
ギ
タ
ー
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
近
はYoutube

で
洋
楽
か
ら
Ｊ
ポ
ッ
プ
ス
、
演
歌
に
至
る
ま
で

色
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
聴
い
て
い
ま
す
。
私
が
好
き
な
歌
は
、
た

と
え
ば
「
い
の
ち
の
歌
」「
人
生
の
扉
」「
駅
」「Home

」「
銀
の
龍
の

背
に
の
っ
て
」
「
フ
ァ
イ
ト
」「
黄
昏
の
ビ
ギ
ン
」「
我
が
人
生
に
悔
い

は
な
し
」
「
千
年
の
都
」「
ま
ち
ぶ
せ
」「
海
を
見
て
い
た
午
後
」「
ひ

こ
う
き
雲
」「
街
の
あ
か
り
」「
空
に
星
が
あ
る
よ
う
に
」「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
暖
簾
」「
イ
メ
ー
ジ
の

詩
」
「
海
そ
の
愛
」「
白
い
一
日
」「
し
お
さ
い
の
詩
」「
エ
ー
ル
」「
砂

に
書
い
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
「
慕
情
」「
ア
ン
チ
ェ
イ
ン
ド
メ
ロ
デ
ィ
」

「
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
」「
風
に
吹
か
れ
て
」
な
ど
。 

ぜ
ひ
と
もYoutube

で
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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富
士
山
１
２
５
キ
ロ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会 

ま
る
で
冒
険
映
画
の
よ
う
な 

体
験
か
ら
の
自
己
成
長 

   

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
の
清
水
友
浩
で

す
。
今
回
は
、
私
が
先
日
参
加
し
た
富
士
山
１
２
５
キ
ロ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
会
の
全
貌
を
お
届
け
し
ま
す
！ 

こ
れ
は
た
だ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

な
ん
か
で
は
な
く
、
ま
る
で
冒
険
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
、
感
動
と
驚

き
に
満
ち
た
挑
戦
で
し
た
。 

 

富
士
宮
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
私
た
ち
の
大
冒
険
。
富
士
山
の
麓
を
歩

き
続
け
る
こ
の
コ
ー
ス
は
、
ま
る
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
連
続
す
る
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ル
ー
ト
で
す
。
し
か
し
、
15

キ
ロ
お
き
に
設
け
ら
れ
た
休
憩
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
る
で
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
へ
向
け
て
元
気
を
く
れ
ま
し
た
。 

 

ル
ー
ト
は
、
富
士
宮
市
か
ら
山
梨
県
｟
富
士
吉
田
｠、
山
中
湖
、
御
殿
場 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

  
 

 
 

院
長 

清
水 

友
浩 

市
、
そ
し
て
再
び
富
士
宮
市
へ
と
続
き
ま
す
。
そ
の
間
に
見
え
た
曇
り
空

の
中
の
富
士
山
は
、
絵
画
の
よ
う
な
美
し
さ
で
、
心
を
打
ち
ま
し
た
。
そ

し
て
、
な
ん
と
！ 

道
中
で
は
鹿
や
タ
ヌ
キ
に
出
会
う
こ
と
も
。 

 

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、
深
夜
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
験
し
た
「
幻
覚
」。

周
り
が
真
っ
暗
で
目
を
疑
う
よ
う
な
出
来
事
が
次
々
と
…
！ 

こ
れ
は
も

う
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
体
験
で
す
ね
。 

 

そ
し
て
、
91
キ
ロ
地
点
で
リ
タ
イ
ヤ
を
選
択
。
で
も
そ
れ
が
終
わ
り
で

は
な
く
、
新
た
な
始
ま
り
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
富
士
宮
市
に
戻
り
、
疲

れ
果
て
た
身
体
を
温
か
な
お
風
呂
に
浸
け
る
と
、
そ
の
快
感
に
瞬
時
に
深

い
眠
り
へ
。 

 

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
夜
明
け
前
が
一
番
暗
い
と
い
う
言
葉
が
体

感
で
き
た
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
瞬
間
、
周
り
の
全
て
が
一
瞬
で
変
わ
り
、

鳥
た
ち
が
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と
朝
を
告
げ
る
声
を
響
か
せ
始
め
た
時
、
そ
の

変
化
を
体
全
体
で
感
じ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
絶
望
か
ら
希
望
へ

と
変
わ
る
、
劇
的
な
瞬
間
。
疲
労
困
憊
の
中
で
も
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
自
身
が
夜
か
ら
朝
へ
と
移
り
変
わ
る
よ
う
な
、
大
き
な
変

化
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 
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そ
の
後
、
し
っ
か
り
と
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ケ
ア
と
信
頼
で
き
る

鍼
灸
師
の
先
生
の
手
に
よ
る
治
療
を
受
け
、
体
調
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
後
も
バ
リ
バ
リ
と
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

多
分
、
神
様
は
た
や
す
く
１
２
５
キ
ロ
ゴ
ー
ル
し
た
ら
僕
が
傲
慢
に
な

る
か
ら
今
回
、
こ
の
試
練
を
く
れ
た
ん
で
し
ょ
う
ね(

笑) 

次
回
は
必
ず

ゴ
ー
ル
し
ま
す
！ 

 

み
な
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
壮
大
な
挑
戦
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
大
き
い

で
す
。
自
分
の
身
体
の
限
界
を
知
り
、
そ
れ
を
越
え
る
力
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
自
分
自
身
の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
新

た
な
経
験
を
通
じ
て
自
分
自
身
を
再
確
認
し
、
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
挑
戦
を
通
じ
て
得
た
経
験
や
学
び
は
、
日
々
の
生
活
や
仕

事
に
も
活
か
さ
れ
ま
す
。
挑
戦
す
る
こ
と
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、

人
は
自
分
自
身
を
高
め
、
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

最
後
に
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
へ
。
私
た
ち
の

人
生
は
一
冊
の
冒
険
小
説
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
新
た
な
章
、
新
た
な
ペ 

ー
ジ
を
自
分
で
開
く
こ
と
で
、
私
た
ち
は
新
た
な
冒
険
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
自
分
だ
け
の
冒
険
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

新

た
な
挑
戦
は
、
新
た
な
自
分
自
身
を
発
見
す
る
鍵
と
な
る
は
ず
で
す
。 

 

健
康
に
関
す
る
ご
質
問
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
大
亀
谷

し
み
ず
接
骨
院
ま
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
健
康
を
心
よ

り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
で
は
、
背
骨
の
ケ
ア
で
姿
勢
改
善
、
日
常
の
ケ

ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。「
あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「
足
首
や
手
首
を
捻
挫
し

ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
な
ど
の
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み

ず
接
骨
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
♪ 

柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ

で
す
。「
こ
れ
く
ら
い
で
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人

も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
♪ 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「
す
な
お
」

で
朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 

連 

絡 

先 adiolifechiropractic@
gm

ail.com
  

電
話
番
号 

０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 

追
伸
：
毎
週
水
曜
日
、
万
帖
敷
町
公
園
で
８:

30
～
健
康
体
操
に
参
加

し
て
ま
す
♪ 
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～
時
代
の
流
れ
を
徒
然
な
る
ま
ま
に
～ 

  

藤
城
実
年
会
の
皆
様
、
い
つ
も
当
グ
ル
ー
プ
が
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

京
都
清
水
メ
デ
ィ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

法
人
本
部 

経
営
企
画
部 

の
眞

下
と
申
し
ま
す
。 

主
に
当
グ
ル
ー
プ
施
設
か
ら
、
時
世
に
沿
っ
た
コ
ラ
ム
を
投
稿
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
飛
び
入
り
で
経
営
企
画
部
が
初
投

稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

旧
消
防
学
校
跡
地
に
移
設
し
て
７
年
が
終
わ
り
、
早
８
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
し
て
法
人
と
し
て
は
今
年
で
な
ん
と

 周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
の
お
か

げ
だ
と
存
じ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
過
ぎ
去
っ
た
７
年
の
月
日
を
考
え
ま
す
と
、
短
か
っ
た
の
か

長
か
っ
た
の
か
、
色
々
な
思
い
が
錯
綜
い
た
し
ま
す
。 

開
設
と
同
時
期
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
小
学
校
２
年
生
に
。
小

学
校
１
年
生
が
中
学
生
に
。
７
年
と
は
人
の
成
長
で
比
較
す
れ
ば
本 

当
に
大
き
な
時
間
だ
と
感
じ
ま
す
。 

 

突
然
で
す
が
、
マ
ル
コ
ム
・
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ェ
ル
は
、
人
が
何
か
を
本
当

に
身
に
つ
け
る
に
は
累
積
１
万
時
間
が
必
要
だ
と
提
言
し
て
い
ま
す
。 

い
わ
ゆ
る
１
万
時
間
の
法
則
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
ね
。 

１
万
時
間
は
、
１
日
１
時
間
で
あ
れ
ば
約

 
年
、
１
日
３
時
間
で

あ
れ
ば
約
９
年
間
、
１
日
８
時
間
で
あ
れ
ば
約
３
年
半
、
そ
れ
ぞ
れ

か
か
る
計
算
と
な
り
ま
す
。 

 

私
ど
も
の
法
人
で
は
、
基
本
的
な
業
務
時
間
を
８
時
間
と
仮
定
す

れ
ば
、
約
３
年
半
で
何
か
を
成
し
遂
げ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
今
回
新
施
設
を
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
て
お
よ
そ
７
年
。
２
回
も
何
か

を
成
し
遂
げ
て
い
る
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。 

具
体
的
に
は
何
を
成
し
遂
げ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
、
最
新
機
器
の
導
入
と
実
践
、
看
護
教
育
等
々
、

年
数
を
か
け
な
い
と
出
来
な
い
事
の
多
く
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

次
に
、
広
く
世
界
や
国
内
に
視
野
を
向
け
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
世
の
中
の
移
ろ
い
は
激
し
く
、
こ
の
過
ぎ
去
り
し
７
年
を
振

り
返
っ
て
も
世
界
情
勢
や
国
内
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。 

 

京
都
清
水
メ
デ
ィ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

法
人
本
部 

経
営
企
画
部 

 
 
 

 
 
 

次 

長 
 

眞 

下  

仁 
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で
は
私
ど
も
が
地
域
と
歩
ん
だ
７
年
が
ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
の

か
、
毎
年
清
水
寺
で
発
表
さ
れ
る
「
今
年
の
漢
字
」
で
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
も
一
緒
に
ど
ん
な
年
だ
っ
た
か
漢
字
か
ら
思
い
出
し
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。 

２
０
１
６
年
は
「
金
」
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
の
金
髪
な
ど
が
印
象

的
で
し
た
ね
。 

２
０
１
７
年
は 
「
北
」
も
ち
ろ
ん
北
朝
鮮
の
動
向
が
話
題
に
な
っ
た

年
で
も
あ
り
ま
す
。 

２
０
１
８
年
は 
「
災
」
大
阪
府
北
部
地
震
や
西
日
本
豪
雨
な
ど
の

天
災
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

２
０
１
９
年
は 
「
令
」
天
皇
の
譲
位
に
伴
う
改
元
が
行
わ
れ
、
新
た

な
る
希
望
を
託
さ
れ
た
年
で
し
た
。 

２
０
２
０
年
は 「
密
」
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
日
本
の
み
な
ら
ず
全

世
界
で
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。 

２
０
２
１
年
は 「
金
」
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
は

つ
い
最
近
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

２
０
２
２
年
は 
「
戦
」
や
は
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
で
す
よ
ね
。 

７
年
と
い
え
ば
、
本
当
に
様
々
な
出
来
事
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。 

こ
の
７
年
間
で
、
異
常
気
象
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
・
・
・
ほ
ん
と
日
常
の

風
景
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。 

 

さ
て
、
今
年
は
国
内
や
世
界
の
情
勢
は
ど
ん
な
年
と
な
る
の
で

し
ょ
う
？ 

皆
様
も
一
緒
に
今
年
の
漢
字
を
予
想
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

何

だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？ 

私
は
、
「
人
工
知
能
=
Ａ
Ｉ
」
か
ら
も
じ
っ
て
「
知
」
じ
ゃ
な
い
か

な
ー
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
｟笑
｠ 

 

私
ど
も
の
属
す
る
医
療
介
護
業
界
も
恒
常
的
に
人
手
不
足
な
ど

で
悩
ま
さ
れ
る
業
界
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
７
年
ど
こ
ろ
か
何
十
年

も
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
み
、
地
域
の
皆
様
に
私
ど
も
が
持
つ
医

療
介
護
の
社
会
資
源
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
し
続
け
る
事
が
重

要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

何
か
と
難
し
い
時
代
に
突
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
皆
様
に
寄
り
添
え
る
施
設
や
病
院
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
︑
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー

川
柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
︒︵﹃
シ
ル
バ
ー
川
柳
﹄
ポ
プ
ラ

社
編
集
部
︵
編
︶
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
︶ 

・
少
な
い
が 
満
額
払
う 
散
髪
代 

林
善
隣 
︵
男
性
・
東
京
都 
・
66
歳 
・
自
営
業
︶ 

・
な
れ
そ
め
を 
初
め
て
き
い
た 
通
夜
の
晩 

中
松
千
尋 
︵
女
性
・
鹿
児
島
県 
・
25
歳 
・
パ
ー
ト
︶ 

・
ま
だ
生
き
る 
つ
も
り
で
並
ぶ 
宝
く
じ 

酒
井
具
視
︵
男
性
・
東
京
都 
・
36
歳 
・
会
社
員
︶ 

・
こ
れ
大
事 
あ
れ
も
大
事
と 
ゴ
ミ
の
部
屋 

川
端
和
子 
︵
女
性
・
東
京
都 
・
67
歳 
・
介
護
ヘ
ル
パ
ー
︶ 

・
お
迎
え
は 
ど
こ
か
ら
来
る
の
と 
孫
が
聞
く 

眞
鍋
ミ
チ
子 
︵
女
性
・
愛
媛
県
・
73
歳
・
主
婦
︶ 

・
未
練
な
い 
言
う
が
地
震
で 
先
に
逃
げ 

廣
川
利
雄
︵
男
性
・
千
葉
県
・
84
歳
・
無
職
︶ 

・
い
ら
っ
し
ゃ
い 
孫
を
迎
え
て 
去
る
諭
吉 

上
本
幸
子 
︵
女
性
・
大
阪
府
・
63
歳
・
パ
ー
ト
︶ 

・
目
に
は
蚊
を 
耳
に
は
蝉
を 
飼
っ
て
い
る 

中
村
利
之
︵
男
性
・
大
阪
府
・
67
歳
・
無
職
︶ 

・
お
年
で
す 
そ
れ
が
病
気
か 
田
舎
医
者 

松
浦
宏
守
︵
男
性
・
千
葉
県
・
83
歳
・
無
職
︶ 

・
飲
み
代
が 
酒
か
ら
薬
に 
か
わ
る
年 

岡
武
祐
史 ︵
男
性
・
滋
賀
県 
・
72
歳･

会
社
役
員
︶ 
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待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
そ
う
そ
う
本
題
、
実
年
会
の
皆
様
、
ご
無
沙
汰
し

て
い
ま
す
。
お
久
し
ぶ
り
で
す
が
今
回
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

原
稿
を
書
こ
う
と
思
い
立
ち
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
い
て
、
今
月
と

来
月
に
だ
よ
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
少
し
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

最
近
自
体
験
も
踏
ま
え
て
つ
く
づ
く
運
動
能
力
の
維
持
、
そ
の

基
と
な
る
筋
力
の
維
持
或
い
は
向
上
が
、
フ
レ
イ
ル
と
い
う
状
態

に
と
っ
て
は
と
て
も
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
、
当
た
り
前
の
こ

と
に
つ
く
づ
く
思
い
当
た
り
ま
し
た
。 

 

理
由
の
一
つ
は
僕
自
身
の
ゴ
ル
フ
に
関
し
て
の
こ
と
で
す
。
今

ま
で
も
何
回
か
だ
よ
り
に
書
き
ま
し
た
が
、
ゴ
ル
フ
、
も
う
や
め

よ
う
か
と
思
う
ぐ
ら
い
に
下
手
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ー
ス
上
で
泣
き
た
く
な
る
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
し
、

実
際
に
涙
が
出
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
考
え
れ

ば
何
の
努
力
も
せ
ず
に
上
達
す
る
は
ず
も
な
く
、
維
持
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
事
で
逆
に
考
え
れ
ば
、
い
ま
だ
な
お
練
習
訓
練
次
第

で
は
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
こ
の
際
一
念
発

起
し
て
も
う
一
度
鍛
え
な
お
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

基
礎
体
力
か
ら
鍛
え
な
お
す
の
で
す
ね
。
最
近
は
特
に
何
で
も

な
い
と
き
に
ふ
ら
つ
く
こ
と
が
多
く
て
筋
力
の
低
下
を
痛
感
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
体
幹
か
ら
で
す
ね
！ 

以
前
は
「
体
幹
」 

運
動
の
ス
ス
メ
｜
そ
の
⑴ 

若
さ
を
保
つ
た
め
に 

 
  

 
 

今
年
は
梅
雨
入
り
も
早
く
、
台
風
に
紛
れ
て
い
つ
の
間
に
か
梅

雨
が
忍
び
込
ん
で
き
た
と
い
っ
た
風
情
で
す
ね
。
そ
し
て
も
う
６

月
半
ば
と
い
う
の
に
、
肌
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す
し
、
僕
は
夜
も

ま
だ
結
構
厚
手
の
布
団
を
か
ぶ
っ
て
寝
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど

う
で
す
か
？ 

そ
れ
が
例
年
に
比
べ
て
ど
う
か
と
か
判
断
は
で

き
か
ね
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
温
暖
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

温
暖
化
い
や
な
も
の
で
す
ね
。
利
便
性
を
追
い
求
め
て
と
て
も

大
事
な
も
の
を
ど
こ
か
で
な
く
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
生
き
て
い
る
時
代
は
ま
だ
し
も
、
こ
れ
か
ら

の
人
た
ち
に
大
変
な
荷
物
を
背
負
わ
せ
た
よ
う
で
と
て
も
申
し

訳
な
い
で
す
よ
ね
。 

し
か
し
、
そ
れ
な
り
に
研
究
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
し
、
新

し
い
発
見
も
あ
っ
て
何
と
か
な
り
そ
う
な
の
で
す
か
ね
？ 

期 

顧 

問   

西 

村 
 

茂 
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を
「
体
感
」
と
勘
違
い
し
て
い
た
面
も
あ
り
感
覚
的
な
面
、
平
衡

感
覚
と
か
を
鍛
え
る
の
だ
と
思
い
違
い
し
て
い
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。 

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
体
幹
と
は
す
な
わ
ち
其
れ
は
筋
力
の
こ
と

で
す
。
筋
力
を
鍛
え
れ
ば
ふ
ら
つ
く
こ
と
も
少
な
く
な
り
コ
ー
ス

上
で
泣
く
こ
と
も
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
数
週
間
歩
く
の
は
も
と
よ
り
横
跳
び
や
前
後
に
自
分
な

り
に
負
荷
を
か
け
て
歩
い
た
り
飛
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
と
最
近
片
足
立
ち
が
結
構
長
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
結
構
早
く
効
果
が
出
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
何
れ
ま
た
の
機
会
に
！ 

ゴ
ル
フ
！ 

あ
ろ
う
こ
と
か
身
分
不
相
応
に
幹
事
を
引
き
受

け
る
羽
目
に
２
年
前
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
と
て
も
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。
幹
事
で
な
け
れ
ば
ゴ
ル
フ
と
っ
く
に
や
め
て

し
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は

そ
の
こ
と
が
ゴ
ル
フ
に
し
が
み
つ
く
こ
と
に
繋
が
り
、
今
回
、
考

え
直
し
て
体
力
づ
く
り
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

ゴ
ル
フ
を
や
め
て
い
れ
ば
、
数
年
前
に
一
人
の
患
者
さ
ん
に

「
ヨ
ボ
ヨ
ボ
に
な
っ
た
な
ぁ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
憤
慨
す
る
こ

と
な
く
、
そ
の
ま
ま
｛
ヨ
ボ
ヨ
ボ
｝
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

さ
ら
に
運
動
す
る
こ
と
は
手
足
の
む
く
み
の
抑
制
に
も
な
る

と
考
え
ま
す
。
む
く
み
の
原
因
と
し
て
低
蛋
白
、
貧
血
な
ど
が
主 

に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
血
管
内
に
水
分
を
保
持
す
る
能
力
が

落
ち
る
た
め
に
、
水
分
が
漏
出
し
む
く
み
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

も
う
一
方
、
皆
さ
ん
ふ
く
ら
は
ぎ
が
第
二
の
心
臓
と
お
聞
き
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
の
収
縮
弛
緩
に
よ
り
心
臓
の
よ
う
に
血
行

を
良
く
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
下
肢
の
む
く

み
な
ど
が
減
じ
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
点
で
も
運
動
が
勧
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
に
は
体
全
体
を
動
か
す
ま
で
も
な
く
、
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま

で
下
腿
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
よ
。 

以
上
で
今
回
『
運
動
の
ス
ス
メ
｜
そ
の
⑴
』
を
終
わ
り
ま
す
。 

次
回
、
そ
の
⑵
で 

皆
さ
ん 

長
く
若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！ 
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  夜

間
頻
尿
で
悩
ん
で
い
る
方
へ 

そ
の
② 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

先
月
に
引
き
続
き
夜
間
頻
尿
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
す
。
ま
ず
先
月
の
お
さ
ら
い
か
ら
。 

夕
方
以
降
の
足
の
む
く
み
が
原
因
の
夜
間
頻
尿
の
方
は
、
朝
起
き
て

す
ぐ
に
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
は
き
、
夕
方
30
分
散
歩
を
し
て
か
ら
、

帰
宅
後
に
足
上
げ
を
30
分
横
に
な
っ
て
行
え
ば
、
夜
間
頻
尿
対
策
に
な

る
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
夕
方
以
降
足
が
浮

腫
む
人
に
有
効
で
す
。
夜
に
な
っ
て
布
団
に
つ
く
と
、
ふ
く
ら
は
ぎ
に

溜
ま
っ
て
い
た
余
分
な
水
分
が
一
気
に
戻
り
、
体
が
余
分
な
水
分
を
排

出
し
よ
う
と
し
て
寝
て
い
る
間
に
尿
を
作
る
た
め
に
夜
に
頻
繁
に
ト

イ
レ
に
行
く
、
そ
う
い
っ
た
方
へ
の
対
策
と
し
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。 

で
も
夜
間
頻
尿
の
原
因
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
分
の
摂

り
す
ぎ
で
も
夜
間
頻
尿
に
な
り
ま
す
。
適
切
な
水
分
量
を
守
る
事
も
大

切
で
す
。
体
重×

20
㎖
が
目
安
で
す
。
そ
れ
か
ら
水
分
を
摂
る
タ
イ
ミ

ン
グ
に
も
ご
注
意
を
。
夕
食
後
、
寝
る
前
の
水
分
量
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
水
分
を
し
っ
か
り
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
よ
く
聞
く
言
葉

で
す
が
こ
れ
は
脱
水
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
脱
水
に
な
れ
ば
血
液
の
粘
度

が
高
ま
り
、
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
が
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
を

期
待
し
て
た
く
さ
ん
の
水
を
摂
っ
て
も
排
尿
の
回
数
が
増
え
る
だ
け
。 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 

夏
場
に
な
る
と
水
分
補
給
の
大
切
さ
が
喧
伝
さ
れ
ま
す
。
熱
中
症
対
策

と
し
て
必
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
度
に
た
く
さ
ん
水
分
を
摂

っ
て
も
、
全
て
が
一
気
に
吸
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度

の
水
分
補
給
で
体
が
吸
収
で
き
る
の
は
２
０
０
～
２
５
０
㎖
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
水
分
は
尿
と
し
て
排
出
さ
れ
る
た
め

頻
尿
の
原
因
と
な
り
ま
す
。〖
こ
ま
め
な
水
分
補
給
〗
が
大
切
と
言
わ
れ

る
所
以
で
す
。
１
日
の
食
事
に
含
ま
れ
る
水
分
が
お
よ
そ
１
リ
ッ
ト
ル

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
事
に
含
ま
れ
る
水
分
を
除
き
、
一
日
「
体

重
Kg×

20
～
25
㎖
」
が
摂
る
べ
き
水
分
の
目
安
で
す
。
体
重
60
キ
ロ

な
ら
１
．
５
ℓ
位
で
一
回
で
吸
収
で
き
る
水
分
を
２
２
０
㎖
と
す
る
と

６
～
７
回
程
度
の
水
や
お
茶
を
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
大
凡
の
目
安

に
な
る
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
上
は
頻
尿
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。 

喉
の
渇
き
が
軽
い
時
に
は
、
口
を
濯
ぐ
こ
と
で
喉
の
渇
き
が
マ
シ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
塩
分
を
控
え
め
に
す
る
と
水
を
余
計

に
飲
ま
な
く
な
り
ま
す
。
塩
分
と
い
え
ば
、
ラ
ー
メ
ン
や
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
、
味
噌
汁
も
塩
分
が
気
に
な
り
ま
す
。
体
は
余
分
な
塩
分
を
尿
と
し

て
出
そ
う
と
す
る
た
め
に
尿
の
量
が
増
え
ま
す
。
結
果
的
に
夜
中
に
ト

イ
レ
に
起
き
る
回
数
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
利
尿
作
用
が
あ
り
ま
す
の

で
尿
量
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
と
い
え
ば
、
お
つ
ま
み

に
は
塩
分
を
含
ん
だ
も
の
が
多
い
で
す
。
塩
気
が
多
い
と
水
を
飲
み
た

く
な
り
ま
す
。
夕
方
以
降
水
を
多
く
飲
め
ば
頻
尿
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
塩
分
を
排
出
し
よ
う
と
し
て
尿
が
作
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

夜
間
頻
尿
に
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
高
血
圧
で
な
く

て
も
減
塩
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 
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訪問リハビリマッサージ 
寝たきり・歩行困難で自宅で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方へ 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です。 

きただ治療院 

京都市南区梅小路通大宮東入古御旅町 223 番地 

ＴＥＬ 075-672-5576 

三宅治療院 

京都市伏見区深草大亀谷万帖敷町 123-36 

ＴＥＬ 090-9887-0038 

ま
た
、
一
般
的
に
頻
尿
と
い
え
ば
過
活
動
膀
胱
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
対
策
と
し
て
骨
盤
底
筋
体
操
が
有
名
で
す
が
こ
こ
で
は
割
愛
し
ま

す
。
既
に
ご
存
知
の
方
が
大
半
で
し
ょ
う
か
ら
。 

他
に
膀
胱
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
尿
意
を
感
じ
た
ら
３
分
我

慢
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
膀
胱
に
た
め
ら
れ
る
尿
の
量
を
増
や
す
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。
我
慢
で
き
な
け
れ
ば
無
理
せ
ず
ト
イ
レ
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
自
宅
な
ら
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
し
や
す
い
で
す
。
慣
れ
て
き

た
ら
徐
々
に
我
慢
す
る
時
間
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ど
ち
ら

の
訓
練
も
効
果
を
実
感
す
る
ま
で
２
个
月
く
ら
い
か
か
る
と
思
い
ま

す
。 さ

ら
に
過
活
動
膀
胱
で
お
悩
み
の
方
に
は
、
「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
膀

胱
壁
内
注
入
療
法
」
と
い
う
新
し
い
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
膀

胱
内
壁
に
Ａ
型
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
を
注
射
す
る
も
の
。
Ａ
型
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
毒
素
を
注
射
す
る
と
、
膀
胱
の
神
経
に
作
用
し
て
、
筋
肉
が
緩
ま
り

ま
す
。
結
果
、
過
活
動
膀
胱
の
症
状
が
弱
ま
る
事
が
期
待
で
き
ま
す
。

日
帰
り
で
の
治
療
が
可
能
で
す
。「
い
や
…
そ
ん
な
手
術
ま
で
し
て
…
」

と
い
う
方
は
泌
尿
器
科
を
受
診
す
れ
ば
お
薬
が
処
方
さ
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
た
だ
過
活
動
膀
胱
で
処
方
さ
れ
る
抗
コ
リ
ン
剤
は
副
作
用
と

し
て
便
秘
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
覚
と
し
て
排
便
が
あ
っ
た

と
し
て
も
上
行
結
腸
、
盲
腸
に
便
が
残
り
結
果
的
に
膀
胱
を
圧
迫
し
て

い
れ
ば
頻
尿
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
医
者
さ
ま
に
受
診
の

際
、
丁
寧
に
便
秘
の
有
無
、
程
度
を
伝
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

お
薬
ば
か
り
は
嫌
だ
、
と
い
う
方
に
オ
ス
ス
メ
な
の
が
「
ス
ッ
キ
リ

ス
ム
ー
ジ
ー
」
で
す
。
文
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
読

み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
販
売
サ
イ
ト
に
繋
が
り
ま
す
。
最
後
に
枕
の
ご

紹
介
を
し
ま
す
。
私
が
オ
ス
ス
メ
す
る
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

MAKURA

は
寝
や
す
い 

マ
ク
ラ
で
は
な
く
体
を
整

え
る
マ
ク
ラ
で
す
。
夜
ぐ

っ
す
り
眠
れ
る
と
一
日
が

ち
が
い
ま
す
よ
ね
！ 

上

記
同
様
販
売
サ
イ
ト
か
ら

購
入
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
夜
間
頻
尿
が
改

善
さ
れ
た
方
の
体
験
談
の

YouTube

に
繋
が
り
ま

す
。 
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  『口

内
炎
の
種
類
と
原
因
』 

 

  

 

１
．
内
炎
の
種
類
と
原
因 

・ア
フ
タ
性
口
内
炎 

ア
フ
タ
の
発
症
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な

誘
因
は
免
疫
力
の
低
下
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
状
態
の
不
良
、
ス
ト
レ
ス

や
寝
不
足
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
り
、
免
疫
力
が
ダ
ウ
ン
す
る
と
で

き
や
す
い
状
態
に
。
さ
ら
に
口
の
中
に
傷
が
で
き
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
が

感
染
す
る
こ
と
で
悪
化
し
ま
す
。
女
性
の
場
合
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
乱

れ
、
体
力
を
消
耗
し
や
す
い
生
理
前
や
妊
娠
期
に
も
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
や
潰
瘍
性
大
腸
炎
な
ど
、
全
身
の
疾
患
が
原
因
と
な
っ

て
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

・カ
タ
ル
性
口
内
炎 

疲
れ
や
免
疫
力
の
低
下
、
風
邪
な
ど
、
健
康
状
態
が
心
配
な
場
合
に
発
症

し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
直
接
の
原
因
と
な
る
の
が
、
物
理
的
な
刺
激
や
傷
で

す
。
入
れ
歯
や
矯
正
器
具
、
熱
い
食
べ
物
な
ど
が
粘
膜
と
接
触
し
、
刺
激
を
受

け
た
部
位
に
傷
が
で
き
て
細
菌
が
繁
殖
す
る
こ
と
が
、
主
な
発
症
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

虫
歯
や
歯
周
病
、
歯
槽
膿
漏
な
ど
の
疾
患
も
引
き
金
に
。
過
度
の
喫
煙
や
ビ

タ
ミ
ン
欠
乏
、
胃
腸
の
調
子
に
よ
り
、
口
内
の
衛
生
状
態
が
乱
れ
る
こ
と
も
原 

 

本
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

  
 

理
事
長
・
院
長 

本
田 

顕
哲 

因
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

・ヘ
ル
ペ
ス
性
口
内
炎 

ヘ
ル
ペ
ス
性
口
内
炎
の
原
因
で
あ
る
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
は
人
か
ら
人
、
モ
ノ

か
ら
人
へ
と
感
染
。
再
発
し
た
大
人
や
感
染
し
た
子
ど
も
か
ら
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ

ル
ス
が
口
の
中
に
う
つ
っ
て
発
症
し
ま
す
。 

一
度
感
染
す
る
と
ウ
ィ
ル
ス
を
保
持
し
て
し
ま
う
た
め
、
大
人
に
な
っ
て
も

、
抵
抗
力
な
ど
が
低
下
し
た
場
合
な
ど
に
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

・カ
ン
ジ
ダ
性
口
内
炎 

カ
ン
ジ
ダ
と
い
う
カ
ビ
｟真
菌
｠は
、
も
と
も
と
自
分
の
口
の
中
に
存
在
し
て

い
る
常
在
菌
の
ひ
と
つ
で
す
。 

健
康
な
状
態
に
あ
る
人
が
発
症
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
糖
尿
病
や
血

液
の
疾
患
、
ガ
ン
な
ど
他
の
病
気
を
患
っ
て
い
た
り
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
、
妊

婦
な
ど
体
力
や
抵
抗
力
が
弱
い
場
合
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

２
．
口
内
炎
の
特
徴 

口
の
中
や
そ
の
周
辺
の
粘
膜
に
お
こ
る
炎
症
の
総
称
で
す
。
主
に
頬
の
内

側
を
は
じ
め
と
す
る
広
い
範
囲
に
発
生
す
る
炎
症
で
、
多
く
が
痛
み
を
伴
い

ま
す
。
ひ
と
つ
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
も
で
き
た
り
、
長
引
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。 食

事
が
し
み
や
す
い
も
の
の
痛
み
が
あ
ま
り
強
く
な
く
、
粘
膜
に
赤
い
腫

れ
や
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ポ
ツ
ポ
ツ
と
斑
点
や
浮
腫
が
で
き
る
の
は
、
比
較
的
軽

症
の
口
内
炎
と
言
え
ま
す
。
中
で
も
最
も
多
い
の
が
ア
フ
タ
性
口
内
炎
と
呼

ば
れ
る
症
状
。
白
か
黄
色
の
膜
で
覆
わ
れ
た
米
粒
く
ら
い
の
潰
瘍
が
で
き
、
食

べ
物
が
し
み
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通
常
１
～
２
週
間
で
治
ま
り
ま
す
が
、
繰

り
返
し
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

重
度
に
な
る
と
、
び
ら
ん
と
呼
ば
れ
る
た
だ
れ
や
、
白
い
膜
が
覆
っ
た
り
、

盛
り
上
が
り
や
え
ぐ
れ
た
穴
や
水
疱
が
で
き
る
場
合
も
。
食
事
や
会
話
も
で 
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き
な
い
ほ
ど
の
痛
み
を
伴
い
、
出
血
が
み
ら
れ
る
場
合
は
重
症
の
口
内
炎
が

考
え
ら
れ
ま
す
。 

・好
発
部
位 

口
の
中
や
く
ち
び
る
な
ど
周
辺
の
広
い
範
囲
に
腫
れ
や
炎
症
が
及
ぶ
口
内

炎
。
主
に
頬
の
粘
膜
内
側
や
歯
ぐ
き
、
舌
に
で
き
や
す
く
、
唇
や
口
蓋
、
の
ど

の
周
辺
に
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

３
．
口
内
炎
と
間
違
え
や
す
い
病
気 

口
腔
が
ん
や
白
板
症
、
紅
板
症
が
間
違
え
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

(

他
の
病
気
が
疑
わ
れ
る
症
状) 

・症
状
が
改
善
し
な
い
状
態
が
２
週
間
以
上
続
い
て
い
る
。 

・口
の
中
全
体
や
、
唇
な
ど
炎
症
が
広
く
進
行
し
て
い
る 

・口
内
炎
の
周
囲
が
硬
く
な
り
出
血
が
見
ら
れ
る 

・口
内
炎
だ
け
で
な
く
、
発
熱
や
倦
怠
感
が
あ
る 

・何
度
も
繰
り
返
し
で
き
や
す
い 

・複
数
の
小
さ
な
口
内
炎
が
一
ヵ
所
に
集
中
し
て
で
き
て
い
る 

(

口
内
炎
を
伴
う
可
能
性
の
あ
る
病
気
の
例) 

・ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
・白
血
病
・バ
セ
ド
ウ
病
・大
腸
炎
・が
ん
・糖
尿
病
・天
疱

瘡
・尿
毒
症 

４
．
口
内
炎
の
治
療
法 

・薬
物
療
法 

薬
を
使
っ
て
口
内
炎
を
改
善
す
る
に
は
、
口
内
炎
の
原
因
に
合
っ
た
薬
を

使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

殺
菌
・消
毒
効
果
、
抗
炎
症
作
用
の
あ
る
市
販
薬
｟軟
膏
・シ
ー
ル
・飲
み
薬

な
ど
｠も
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
使
用
す
る
こ
と
で
効
果
的
に
改
善
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

 

・レ
ー
ザ
ー
治
療 

殺
菌
・消
炎
鎮
痛
・組
織
の
活
性
化
な
ど
の
効
果
が
あ
る
レ
ー
ザ
ー
を
使
用

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
痛
み
が
軽
減
さ
れ
、
治
癒
を
早
め
る
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

５
．
予
防
し
よ
う 

・栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る 

→

皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
維
持
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
 

・ビ
タ
ミ
ン

・ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
が
不
足
す
る
と
、
口
内
炎
に
な
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

・規
則
正
し
い
生
活
を
送
る 

・質
の
良
い
睡
眠
を
十
分
に
と
る 

・疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
工
夫
す
る 

・水
分
補
給
で
口
腔
内
の
乾
燥
を
防
ぐ 

・口
呼
吸
に
注
意
す
る 

口
の
中
が
乾
燥
す
る
と
、
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
く
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
免
疫
力
の
低
下
に
も
繋
が
り
ま
す
。 

・う
が
い
や
歯
磨
き
を
習
慣
づ
け
、
口
腔
内
の
清
潔
を
保
つ 

・入
れ
歯
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
化
学
的
洗
浄
剤
を
用
い
る
な
ど
し

て
清
潔
に
保
つ 

６
．
ま
と
め 

痛
く
て
辛
い
口
内
炎
。
き
ち
ん
と
対
処
す
る
た
め
に
も
、
原
因
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
い
つ
も
の
食
事
や
生
活
を
見
直
す
心
が
け
が
口
の
中
の
健
康

維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

口
内
炎
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
原
因
や
症
状
、
治
療
方
法
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
症
状
に
合
っ
た
対
処
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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  「八

坂
祭
」 

      

京
都
老
人
ホ
ー
ム
の
理
事
を
し
て
お
り
ま
す
上
田
充
子
と
申
し
ま

す
。 い

つ
も
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

京
都
老
人
ホ
ー
ム
の
中
庭
に
は
八
坂
神
社
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
今

日
は
こ
の
祠
に
つ
い
て
少
し
お
話
を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
祠
は
、
八
坂
神
社
の
主
祭
神
・素
戔
嗚
尊
｟
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
｠

を
お
祭
り
し
て
い
ま
す
。
元
々
は
三
井
家
｟京
都
の
財
閥
｠か
ら
昭
和

年
に
八
坂
神
社
が
も
ら
わ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

最
初
は
四
条
新
京
極
に
社
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
昭
和

年
頃
に
当
時
の
八
坂
神
社
の
宮
司
「高
原
」さ
ん
が
、
福
祉
関
係
の
会

長
を
さ
れ
て
い
た
ご
縁
で
、
高
齢
者
の
方
や
職
員
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
京
都
老
人
ホ
ー
ム
へ
ご
寄
進
下
さ
っ
た

そ
う
で
す
。 

そ
れ
以
来
毎
年
、
八
坂
神
社
の
神
主
さ
ん
や
外
部
の
団
体
の
皆
さ 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

  
 
 

理
事 

上
田 

充
子 

ま
が
八
坂
神
社
の
祠
に
ご
奉
仕
さ
れ
る
「八
坂
祭
」の
習
わ
し
が
現

在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。  

６
月
18
日 

日
曜
日
に
４
年
ぶ
り
に
京
都
老
人
ホ
ー
ム
に
て
「八

坂
祭
」が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
の
神
事
「玉
串
の
儀
や
祇
園
太
鼓
・獅
子
舞
」な
ど
を

ご
覧
に
な
り
ご
利
用
者
様
方
も
た
い
そ
う
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
様
や
、
こ
の
地
域
の
皆
様
の
健
康
を
お
守

り
頂
け
ま
す
よ
う
、
大
切
に
お
祭
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

京
都
老
人
ホ
ー
ム
に
お
立
ち
寄
り
さ
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
一
度

「
八
坂
神
社
の
祠
」
の
あ
る
「
八
坂
の
庭
」
に
も
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。 

 

八坂神社の祠での神事 
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祇園太鼓 

７つのフロアにオンライン動画配信 

獅子舞 
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ま
れ
ま
す
の
で
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
う
の
も
お
勧
め

で
す
。
頭
髪
、
神
経
、
筋
肉
、
腕
、
食
道
の
病
気
に
要
注
意
で
す
。

未
婚
の
男
女
は
結
婚
を
決
め
る
月
で
す
。 

吉
方
位
は
西
南
、
北
、
南
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 
→

楽
も
苦
も
あ
る
吉
凶
相
半
ば
し
た
、
波
乱
含
み
の
運
気
で
す
。
沈

運
の
月
だ
か
ら
何
事
も
控
え
目
が
よ
く
、
移
転
、
旅
行
、
普
請
な
ど
む

や
み
に
し
な
い
方
が
よ
い
。
平
常
、
身
体
が
弱
い
人
は
病
難
に
か
か
り

や
す
い
月
。
骨
、
血
液
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
薬
害
に
要
注
意
。 

吉
方
位
は
西
南
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

  →

遠
い
将
来
を
見
据
え
て
、
な
お
誠
実
な
努
力
を
続
け
れ
ば
、
特
に
目

上
や
年
長
者
か
ら
の
援
助
や
引
き
立
て
に
恵
ま
れ
、
大
い
に
飛
躍
で

き
る
で
し
ょ
う
。
普
請
、
移
転
、
婚
姻
は
吉
方
を
選
べ
ば
吉
。
就
職
は

差
し
支
え
な
い
。
吉
方
位
は
西
南
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

  →
経
済
、
交
際
、
恋
愛
、
趣
味
な
ど
の
面
で
、
良
好
な
一
ヶ
月
で
す
。

多
少
危
険
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
見
込
み
が
あ
る
か
ら
進
ん
で
す
る
と
よ

い
。
事
柄
に
よ
っ
て
は
南
か
北
方
の
人
の
援
助
が
あ
り
。
浪
費
の
傾
向
と

軽
率
な
言
動
に
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
節
度
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

吉
方
位
は
西
南
、
北
、
南
。 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

七
月
︵
三
碧
木
星
の
月
︶ 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
月
七
日
︵
小
暑
︶ 

か
ら
八
月
六
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 
→

明
る
く
晴
れ
や
か
な
運
気
で
す
。
や
る
気
に
満
ち
、
行
動
力
が
増

し
て
き
ま
す
。
新
規
開
始
は
見
込
み
が
あ
る
が
、
中
間
に
ち
ょ
っ
と
し

た
支
障
が
あ
る
。
ま
た
、
他
人
の
た
め
に
損
失
失
敗
が
あ
ろ
う
。 

婚
姻
、
就
職
は
吉
。
普
請
や
移
転
は
吉
方
な
ら
ば
よ
い
。 

吉
方
位
は
南
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→

仕
事
や
営
業
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
し
、
名
声
が
高
ま
り
、
一

段
と
信
用
が
増
し
ま
す
。
旅
行
、
教
育
な
ど
で
も
良
い
機
会
に
恵 

令和 5 年 7 月三碧木星 
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◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

  →
時
は
自
分
に
味
方
せ
ず
、
状
況
が
急
変
し
て
不
利
な
立
場
に
立
た

さ
れ
そ
う
で
す
。
今
は
実
力
を
養
い
、
知
識
、
人
材
、
資
金
を
蓄
え

て
、
将
来
に
備
え
る
こ
と
で
す
。
変
化
の
月
で
現
状
維
持
で
い
く

月
で
す
。
事
柄
に
よ
り
南
か
北
方
の
人
に
相
談
す
る
の
が
吉
。
ま
た

急
に
旅
行
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
吉
方
位
は
北
、
南
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

  →

古
い
問
題
が
再
発
し
た
り
、
隠
れ
て
い
た
事
柄
が
表
面
化
す
る
暗
示

が
あ
り
ま
す
。
従
来
の
こ
と
を
一
新
、
改
革
し
た
い
気
分
が
生
ま
れ
る
。

し
か
し
早
く
着
手
で
き
る
こ
と
は
実
行
し
て
も
差
し
支
え
な
い
が
、

長
い
月
日
を
要
す
る
事
は
見
合
わ
す
方
が
よ
い
。
物
事
の
処
理
は
何

事
も
月
の
前
半
で
す
る
こ
と
。
吉
方
位
は
な
し
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
︒ 

  →

思
惑
が
外
れ
て
諸
事
不
自
由
で
、
道
を
塞
が
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す

る
と
き
で
す
。
進
む
の
が
難
し
く
、
退
く
の
に
も
悩
み
が
あ
る
と
い
う

時
期
な
の
で
、
何
事
も
控
え
目
に
し
た
万
事
安
全
を
図
る
方
針
が
よ

い
。
健
康
面
に
も
赤
信
号
が
灯
り
ま
す
。
不
実
な
愛
情
問
題
に
も
要
注

意
。
吉
方
位
は
西
南
、
東
北
。 

 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→

進
行
中
の
事
柄
は
、
徐
々

に
力
を
増
し
現
実
味
が
加

わ
っ
て
き
ま
す
。
あ
ま
り
好

運
な
と
き
で
は
な
い
か
ら
、

小
さ
い
こ
と
は
差
し
支
え

な
い
が
、
大
き
な
事
は
企
画

し
な
い
方
が
よ
い
し
、
実
行

も
す
べ
き
で
は
な
い
。
女
性

か
ら
の
援
助
運
が
あ
り
。
来

月
の
よ
い
運
気
に
向
け
て

の
準
備
の
月
で
す
。
吉
方

位
は
北
。 

 

ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 
http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 

〒604-8006 京都市中京区河原町通御池
下丸屋町 403 ＦＩＳビル 2
Ｆ 
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し
た
︒
夜
間
の
運
転
や
ト
ン

ネ
ル
の
出
口
に
注
意
が
必

要
と
い
う
診
断
に
な
り
ま

し
た
︒
静
止
視
力
も
ぎ
り
ぎ

り
の
０
．
７
で
し
た
︒
眼
科

へ
行
く
か
メ
ガ
ネ
屋
さ
ん

に
行
く
か
思
案
中
で
す
︒ 

◎
地
域
の
一
斉
清
掃
に
︑
２
０

０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
︒
コ
ロ
ナ
禍
で
人
数
制
限

し
て
い
ま
し
た
が
︑﹁
チ
ー

ム
藤
城
﹂
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒ 

実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
三
百
八
十
四
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
五
年
七
月
一
日
発
行 

   
 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
    

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

︵090

―4641-0777

番
︶ 

   

adotaka@
carrot.ocn.ne.jp 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
と
Ⅲ 

◎
毎
朝
︑
注
意
し
て
水
草
の
根
っ
こ
を
見
て
い
ま
す
が
︑
メ
ダ
カ
の
卵
が
つ

い
て
な
い
こ
と
が
多
く
︑
少
し
ガ
ッ
カ
リ
し
て
い
ま
す
︒
以
前
︑
お
隣
か

ら
わ
け
て
も
ら
っ
た
卵
も
︑
孵
化
し
て
も
成
長
す
る
の
は
30
％
に
も
達

し
て
い
な
い
よ
う
で
す
︒鉢
を
ジ
ッ
と
見
て
い
る
と
い
じ
め
っ
子
が
い
る

よ
う
で
す
︒い
じ
め
っ
子
を
網
で
す
く
お
う
と
す
る
の
で
す
が
動
き
が
速

く
て
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
網
の
目
か
ら
逃
れ
て
い
き
ま
す
︒厳
し
い
生
存

競
争
に
打
ち
勝
っ
て
少
し
で
も
多
く
成
長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
︒ 

◎
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
ウ
グ
イ
ス
・
雀
の
鳴
き
声
で
目
を
覚
ま
し
︑
表
に
出
て
深

呼
吸
を
し
な
が
ら
見
上
げ
る
と
︑ツ
バ
メ
が
ス
イ
ス
イ
気
持
ち
よ
く
飛
ん

で
い
ま
す
︒屋
根
の
上
で
は
雀
が
鳴
き
な
が
ら
せ
わ
し
な
く
波
打
つ
よ
う

に
飛
ん
で
い
ま
す
︒
鳥
の
世
界
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
特
長
が
あ
っ
て
良
い
と

思
い
ま
す
︒
人
間
の
世
界
で
は
︑
人
種
︑
民
族
︑
国
籍
な
ど
を
理
由
に
コ

ロ
ナ
禍
で
一
層
︑
格
差
と
分
断
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
︒
今
国
会
で

は
性
差
別
を
な
く
す
た
め
の
﹁
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
案
﹂
が
通
り
ま
し

た
︒
私
の
周
り
で
は
︑
冗
談
で
︑
ト
イ
レ
や
お
風
呂
は
男
女
一
緒
に
な
る

か
も
︑
と
言
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
︒
そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
が･･･

︒
差
別
を
受
け
て
い
る
当
事
者
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
︑
私

自
身
差
別
主
義
者
な
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
世
界
の
男
女
平

等
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
２
で
︑日
本
は
１
１
６
位
で
Ｇ
７
ダ
ン
ト
ツ
最
下

位
だ
そ
う
で
す
︒
世
界
と
比
べ
て
騒
ぐ
必
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
︒
変

化
・
改
善
は
必
要
で
す
が
︑
多
様
性
の
名
の
下
に
日
本
社
会
の
成
り
立
ち

が
崩
れ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
︒
政
治
・
経
済
・
社
会
と
色
ん

な
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
女
性
に
進
出
し
て
も
ら
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
︒
私
の
周
囲
の
女
性
達
は
︑
男
子
を
凌
い
で
い
る
方
が
沢
山
お
ら
れ
ま

す
︒ 

◎
先
日
︑
運
転
免
許
の
高
齢
者
講
習
に
行
き
ま
し
た
︒
私
を
入
れ
て
５
名
の

参
加
者
で
し
た
︒
視
力
の
検
査
で
︑
先
に
は
か
ら
れ
た
方
達
が
﹁
見
え
ま

せ
ん
︑見
え
ま
せ
ん
﹂と
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
︑私
の
番
に
な
っ
て﹁
見

え
る
﹂
と
言
お
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
﹁
見
え
ま
せ
ん
﹂
で
し
た
︒
そ

れ
は
︑
夜
間
視
力
検
査
で
光
を
数
十
秒
見
た
後
︑
真
っ
暗
に
な
り
段
々
明

る
く
な
っ
て
い
く
過
程
で
輪
の
空
い
た
方
向
を
答
え
る
と
い
う
も
の
で
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